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３月 依存症家族勉強会のお知らせ
藍里病院

３月 ８日（土）AM１０時～家族勉強会B（意見交換会）/依存症研究所・研修ホール
３月２２日（土）AM１０時～家族勉強会Ａ（講義）/依存症研究所・研修ホール

市販薬依存（２）

家族勉強会Ａについて 参加ご希望の方は、当院アディクション委員まで連絡いただくか、アンケート用紙にその旨を書いて郵送してください。参加できるかどうか折り返し連絡します。
※動画配信について 家族勉強会Aに参加できない方のために勉強会を録画しています。これまでと同じ形で配信します。

家族勉強会Ｂについて 参加ご希望の方は当院アディクション委員までご一報ください。

どうして市販薬をOD（オーバードーズ）するのか？
日々の暮らしの中で嫌なことがあったとき、自分では処理しきれないような悩
みを抱えたとき、なんとかして気分を楽にしたくなるのは自然なことで、健康的
な心の動きです。こういうときに様々な対処法があるにはあるのですが、その
ほとんどは時間がかかり、手間がかかる方法です。できる限り短時間で気分
を変える方法がないか探すときに、今は大半の人がスマホで検索するのでは
ないでしょうか。検索したときに必ず出てくるのが『市販薬のOD過量服用』です。
「違法でないので捕まることはない」「薬局に行けば簡単に買える」などの理由
と、SNS等で無尽蔵に流される『○○60錠飲んでみました』的な情報がODの
ハードルを一気に下げます。
乱用等のおそれのある医薬品として薬機法ではエフェドリン、コデイン、ジヒ
ドロコデイン、ブロモバレリル尿素、プソイドエフェドリン、メチルエフェドリンが
挙げられています。これらは鎮咳去痰薬（咳止め）、総合感冒薬（風邪薬）、解
熱鎮痛剤（痛み止め）、鎮静薬、抗アレルギー薬、眠気防止薬（カフェイン製
剤）に含まれています。代表的な乱用されやすい市販薬を右表にまとめました。

気分を変えるために使い始めたが、それがないと暮らして
いけなくなる
ODで気分を変えたり、なんとか日々の活動を維持するようになると、短期間
のうちにそれがないと暮らせない状態になってしまいます。「耐性」と言って、
効き目が次第に弱くなるので、必ず服用する量は増えていきます。最初に得ら
れていた効果はいくらたくさんのんでも得られなくなります。効果がなったから
簡単にやめられるかというと、なみたいていのことではやめられなくなっていま
す。


